
14 

 

  
千葉県自然保護委員長 菅井 修 

 

主 催：日本勤労者山岳連盟 

主 管：千葉県勤労者山岳連盟 

開催日：6月 15(土) ～16(日)  

会 場：岩井海岸 いとう RYO 

参加者：会場：24 名  

（ + ズ－ム参加者：9 名） 

講師：2名、 

全国自然保護委員：8名 

千葉県連：9名(自然保護委員 6、県連役員 3) 

他連 盟：5名(埼玉１,東京 2,静岡 1,青森１)  

スケジュール・内容： 

＜1日目＞15 日(土) 

13:00 開会 主催者挨拶 全国自然保護委員長 山本尚徳 氏 

                         全国事務局長 小池藍 氏 

             主管者挨拶  千葉県連理事長 野田久夫 氏 

13:15 記念講演 「山岳域のネイチャーポジティブの実現にむけて」 

        講師 下野綾子 氏 東邦大学理学部生物学科准教授 

                           公益社団法人日本山岳会 自然保護委員長 

    現代は生物の大量絶滅時代と言われている。 

ネイチャーポジティブとは、2020 年をベースラインとし、2030 年までに 

自然の損失を停止、または反転させること。これまでの社会経済システムは、 

生態系のキャパシティ以上の供給サービスを強奪してきた。非持続的な現在 

のシステムを見直し、持続的な社会をめざし設定された目標。 

日本は世界的に見ても固有種が多く高い生物多様性を持っている。自然 

    資本を適切に評価するには、まず多様性を観測・評価することが必要。 

15:00 話題提供(徳島県連自然保護委員長・全国自然保護委員)片山博之 

           「日本の環境省が推進する OECM の動向と山岳自然環境の保全に 

              どのように貢献できるか」 

       気候変動に関する国際枠組み 

     生物多様性に関する国際枠組み～生物多様性枠組条約（CBD) 

       SDGs(持続可能な開発目標)とは？  SDGs ウェヂングケーキモデル 

      SDGs の「変革のアプローチ」に関する 2つの重要な考え方 

             1，相互関連性  2，統合的解決 

       モントリオール生物多様性枠組みとは… 

       徳島県での生物多様性地域戦略での取り組み体制づくり 

全国自然保護講座 in 千葉 参加報告 
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16:30  各地方連盟からの報告 

1. 大阪府連(ZOOM 発表) 定点写真観察活動で大峰立ち枯れ復活   

    大阪からの大気汚染減少 

2. 奈良県連(ZOOM 発表) 奈良県連自然保護委員会の取り組み 

        クリーン（清掃）ハイクからグリーン（環境保護）ハイクへ 

        大峰・観音崎のジキタリスの除去 大台ヶ原のﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼの除去 

        ナラ枯れ防止シ－トの除去    自然環境を知る調査活動 

3. 千葉県連 千葉県の自然と自然保護運動 

    千葉県の成り立ち  新しい柔らかい地層 チバニアン 鋸山 

       房総半島の乱開発 房総の山復興プロジェクト  

    海岸や河川でのプラスチィッククリーンハイク 自然観察 

4．東京都連 自然保護委員会活動報告 

       クリーンハイク 植物を中心とした春・秋の自然観察会 

       三つ峠のアツモリソウ保護運動 

5. 埼玉県連   自然保護委員会活動報告 

埼玉県内の登山道整備  貴重な動植物保護 

       足尾植樹 茨城県の里山保全作業  岩手みちのく潮風トレイル 

    東北震災復興 

6. 静岡県連  リニア問題 

       アルプスの自然環境破壊  水 活断層の問題 

        トンネル排出残土の処理 ヒ素、フッ素、ウラン鉱、ラドンガスなど有害物質 

     危険な輸送手段  超伝導の事故 液体ヘリウムの米国などへの依存 

経済的な破綻  新幹線の 3.5～4.0 倍の電力を消費 原発稼働前提 

 18:30 夕食 懇親会 

＜2日目＞ 16 日（日） 

 8:30  各地方連盟からの報告 

7. 滋賀県連   風力発電計画のその後 

        計画されている美浜新庄、余呉南越前、三十三間山での観察 反対運動 

8. 徳島県連   山岳自然環境の保全活動 

        クリーンハイク、 剣山山系のニホンジカ被害対策 食害防止の活動 

        風力発電施設に対する活動 

  9. 京都府連  京都の自然と環境を破壊する計画の見直し 

北陸新幹線京都延伸計画の現状と取り組み 

 9:40 全体会 次のテーマについて意見交換  

① 山岳地域の希少種の保護保全、②気候変動の影響、③開発との向き合い方 

10:40  まとめ （山本自然保護委員長） 

11:00 会場の片付け後解散、Zoom 機材等車に積み込み、会場「いとう RYO」に挨拶 

鋸山参加者：登山概要など説明後、車に分乗して出発（8名）→ｐ.16-17  
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2024年 6月 16日（日）鋸山山行報告 

かがりび山の会 野田久生 

全国自然保護講座が開催された 15 日～16 日のオプションハイクとして、鋸山に登

りました。午前中の会議が終わってから曇り空の蒸し暑い中の登山でした。短い時間

でしたが、昔の房州石の石切りの歴史を残す鋸山の核心部を見ることができ、初めて

の人にとっては面白い場所であったと思います。下山の頃には晴れて暑くなってきま

した。参加の皆様お疲れさまでした。 

 場 所 千葉県富津市金谷鋸山 

 行 程 いとう RYO発 11:00⇒駐車場着 11:30→ロープウエイ乗場 11:50⇒山頂駅 

12:00…地獄覗き（昼食）…百尺観音…石切り場跡見物…猫丁場…車力道 

…下山口…駐車場着 15:40解散 

 参加者 8人 （全国連：3人、千葉県連：5人） 

 石切道具の展示 鋸山山頂 329m これから出発します 

石に掘られた百尺観音（昭和 41年 5月完成） 

石切り場下部 

地獄覗きの上で 
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 昔の石切り場跡 迫力満点 

石切り場下部 

説明パネルが各所にありました イワタバコの花が多く咲いていました 

車力道 石畳に車の轍が残っています 

石切り場下部 

 


